






　ICT( 情報通信技術 ) 時代の経営は、インターネット情報技術を経営モデル
に取り入れた革新的なビジネスモデルをいかに構築するかが企業の競争優位を
制すると言っても過言ではない。このような観点から、全社企業システム体系







　また、ビシネスインテリジェンスの視点からＢＩ (Business Intelligence) ソリ
ューションや、全社業務資源管理としてのＥＲＰ (Enterprise Resource Planning:
企業資源管理 ) の概念と枠組みを整えたパッケージ、サプライチェーン生産管
理を実現するＳＣＭ（Supply Chain Management; サプライチェーン管理）パッ
ケージ、顧客管理の情報整備と活用のためのデマンドチェーンパッケージなど




　また、これらのシステム構築を加速化させる要因として、2009 年 3 月決算


































ている。この事は、米国 Gartner が 2008 年 5 月に発表した会員向けのリポー
トで、2007 年に SCM アプリケーションの売上げのトップを占めたのは SAP
（22.4％）で、第 2 位は SAP 以外で唯一 2 ケタのシェアを確保した Oracle だ
ったと報告し、各社とも他のアプリケーション以上にシェアを伸ばしていると
指摘していることからも伺える。(1)
SCM ベンダー上位 5 社の売上高と市場シェア（2007 年） 
 【上位 5 社】 【SCM 売上高／市場シェア】
 1. SAP 13 億ドル／ 22.4％ 
 2. Oracle   9 億 5,500 万ドル／ 16％
 3. JDA Software   2 億 3,000 万ドル／ 3.9％ 
 4. Ariba   1 億 6,000 万ドル／ 2.7％ 
 5. Manhattan Associates   1 億 5,200 万ドル／ 2.6％








　このことを世界の各企業が重視するようになり、今日、SCM は ERP と同じ
ように、コンピュータ処理によるシステムとして普及する傾向にあると思われ









　ところで、企業の IT 化は、ICT の高度な進歩によって、製品開発の期間が
飛躍的に短縮される恩恵をもたらした。それは、CAD/CAM などによる設計・






























































　SCM の実現には、各社内の FA 化と密接な関係がある。FA の概念は、20 数
9多企業間サプライチェーンにおける情報システム統合の課題
年前に学会で論議されその普及が徐々に進んでいった。いわゆるフアクトリー












































いたが、次第に適用範囲が広げられたため名称も「Commerce At Light Speed」
に改称している。








(SCC) が NPO 法人として設立され、世界の各地に支部が開設され、会員組織
で構成されて広く普及するに至っている。この間には、米国業界団体 Council 
of Logistics Management (CLM) が、「ロジスティクスを SCM の一部である」
としロジスティクスの定義を見直し Council of Supply Chain Management 
Professional へ名称を変更した。(5) (6) 
　サプライチェーンカウンシル (SCC) によれば SCM のプロセスを、ａ . プラン
(Plan)、b. ソース (Source)、c. メイク (Make)、d. デリバー (Deliver)、e. リター
ン (Return) に分類している。以下に SCM の各行程の目的を示しておこう。(7) (8)
a. プラン (Plan): シーシング、生産、配送を最適化するために諸活動を計画し、
需要と供給をバランスさせること。
b. ソース (Source): 計画あるいは実需要に応えるためにモノやサービスを購買
すること。
c. メイク (Make): 計画あるいは実需要に応えるために原材料、仕掛品を製品に
変えること。
d. デリバリー (Deliver): 計画あるいは実需要に応えるために製品を提供するこ
と。通常、受注マネジメント、配送 (Transportation) マネジメント、流通
(Distribution) マネジメントを含む。











































































Magazine 2005 年 12 月号」から各社の評価を拾って列記してみよう。(10)
○　P ＆ WC 社は、新型航空機エンジンの計画から製品化に従来は 5 年間か
かっていたが CAD/CAM 化によって 3 年に短縮した。2002 年から開始し
た CAD/CAM 化では、エンジン・プロジェクト 1 件当たり 50 万ドルのコ
スト削減、部品干渉（部品同士が合わない問題）の 70％が、初期設計段階
のシミュレーションで解決できると報告。




















































　SAP ジャパン社の提供する SCM システムは、統合プラットフォームとして
SAP Net Weaver というツールを利用することにより、さまざまなシステムのマ
スタを統合することができる。また、それが各種の業務と一貫性をもって統合
できることを以下の図表 1 で示している。これは一種の SOA（Service Oriented 
Architecture: サービス指向アーキテクチャ）であると説明している。




( 図表 1)　統合プラットフォーム（Net Weaver）による各要素の統合
　ここでは複数企業間の SCM システム統合に必要な要点をさまざまな観点か
ら検討して述べてみよう。
   今後は、SCM アプリケーションとしてのサプライチェーンが、複数社の生















ばよいのかを正確に見積る MRP（Material Requirements Planning）という
手法から派生したとも言われている。また、SCM システムは、IT を用いた業
務プロセスの効率化や再構築に至る BPR を思考する過程の中で完成度を高め、













































































ような SCM の事例として SAP 社が発売している SCM システムは、「変化へ
の迅速な対応が可能になる」という、新しい視点のシステムである。
( 図表３)　SAP が考える変化型 SCM の 5 大要素
出典：SAP ジャパン社、「SAP が考える変化型 SCM の 5 大要素」
http://www.sap.com/japan/platform/netweaver/components/controller/index.epx 参照日：008/09/10
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